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私は本書執筆で友を喪う覚悟を決めた 
──政治学者の著者が問う「野党の罪」 

今夏の参議院選を前に 
緊急出版！ 
 

「安倍⼀強」を許したの 
は、他ならぬ野党だ！！ 
内輪もめに明け暮れ、⼤同 
団結できない、リベラル 
陣営の実態を容赦なく 
追及し、⽇本型⺠主主義 
の弱点を鋭くえぐる⼀冊。 

 
 
 

なぜリベラルは 
敗け続けるのか 
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＜著者からのメッセージ＞ 
私はこれまで本を書くことで、たくさんの⼈たちと友⼈になることができました。 
思いを共有できるとは、本当にうれしいことです。「思っていたことを代弁してくれた」と

⾔われれば、物書き冥利に尽きるというものです。 
しかし、今回は、ひょっとすると、これまで友⼈だと

思っていた⼈たちから「さよなら」をされるかもしれま
せん。「よく⾔ってくれた」ではなく、「そんな⼈だと思
わなかった」という⾔葉が返ってくるかもしれません。 
でも私はこの本を書きました。⾒たいものだけを⾒て

安⼼し、もう決めてしまったことを再確認することを
続けていても、これ以上に友⼈を増やすこともできま
せんし、それでは世界は変わらないと思ったからです。 
 友を失い、そしてまた新しき友を得るための「安⼼し
にくい」答えと、それを導くきっかけを、⾝もだえしな
がらこれから⽰そうと思います。（「はしがき」を再編集） 

＜本書の⽬次より＞ 
プロローグ オトナになれない私たち  
第⼀章 なぜリベラルは「友だち」が増やせないのか 
第⼆章 善悪⼆分法からは「政治」は⽣まれない  
第三章 なぜ「⽀持政党なし」ではダメなのか 
第四章 「議論のための議論」から卒業しよう  
第五章 すべての政治は失敗する 
第六章 「お説教」からは何も⽣まれない  
第七章 「ゼニカネ」の話で政治をしたい 
第⼋章 議員には議員の仕事がある、ということ  
第九章 なぜ私たちは「協⼒」しあえないのか 
第⼗章 現実に⽴ち向かうための「リアリズム」  
エピローグ 政治に「未来」はあるのか 
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